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令和６年第２回三芳町議会定例会 一般質問通告書 

質問順序・質問者及び質問要旨 
順序 質問者 質問要旨 質  問  内  容 質問の相手 

１ 菊地 浩二 １入学準備金と

制服代につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２中学校におけ

る制服の公正

取引について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）公益財団法人の行ったアンケート調査に

よると、入学準備費用で用意が難しい費

目は「制服代」との回答が７７．４％と

結果が出ている。また、費用の捻出方法

は「生活費を削る」「家族・知人やカード

ローン等」との回答が多い。 

①町の就学援助制度のうち入学準備金の

額はどのように決定されているか 

②入学準備金は充分に役割を果たし、機能

しているか 

③低所得層だが、援助対象外となった世帯

への支援策は 

 

１）３つの中学校で制服を採用し、指定して

いる理由は 

２）令和５・６年度に新しくなった制服に関

し、教育委員会は制服の仕様・取引に関

しどのように関与したか 

３）制服販売店は各学校２〜３社で計３社と

なっているが、誰がどのように指定・取

扱販売店を決めているか 

４）制服メーカーはどのように決めたか 

５）同時期に全校が制服を新しくすることや

学校再編協議が進められていることな

どで制服の共通化の検討はあったか 

６）制服の仕様書について 

①制服の仕様はどのように決定し、仕様書

又はそれに類するものは誰が作成して

いるか 

②制服の仕様書は各学校では保管してい

ないが、教育委員会では保管しているか 

③生徒・保護者や販売店等から仕様書の公

開を求められた場合、学校・教育委員会

はどのように対応するか 

④新しい制服に関し、形状・模様・色彩等

デザインなど制服に関する意匠権者は

誰か 

⑤町内で転校などの場合、ブレザーのワッ

ペンやボタンだけを購入することは可

学校教育課 
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３質の高い英語

教育について 

能か 

⑥学校は新入生やその保護者に制服の仕

様や販売店の案内などどのように説明

しているか 

７）仕様と同等であれば、どこで買っても制

服とみなされるか 

８）制服価格の適正化について 

①３校で価格差がある。価格差についてど

のように考えるか 

②販売店によっては学校によって特別な

値引きがあったり、なかったりしてい

る。どう考えるか 

③国内では制服メーカー大手４社でシェ

ア７０％以上を占めていると言われて

いる。メーカー・販売店の見直しや見積

はこれまでどのように行われてきたか 

④学校では販売価格や値上げ価格に関与

しているか 

⑤教育委員会・学校は良質で安価な制服が

提供されるためにどのような取組みを

しているか 

⑥現在の制服の販売方法や価格を適正と

考えているか 

⑦制服の仕様を開示し、メーカー、販売店

の新規参入を促し、競争することでより

価格を抑えられるのでは 

 

１）中学校卒業段階での生徒の英語力の目標

は 

２）中学生の英語力は都道府県・政令指定都

市の自治体間で差がある。埼玉県は平均

以下だが、さいたま市は全国でトップと

なっている。改善に向けての考えは 

３）予算審議時に「質の高いＡＬＴの派遣」

とあったが、ＡＬＴはあくまでもアシス

タントという位置づけと考えるが、英語

担当教師の質を高める必要性はどのよ

うに考えているか 

４）三芳町でＣＥＦＲ Ｂ２以上の英語担当

教師の割合は 

５）英語担当教師にスピーキングテストは 

６）ＡＩの進歩や技術革新により英語や日本

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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語など言語の壁が無くなりつつあるな

かで、英語の授業形式や教材の在り方は

今後変化していくか 

７）英語の授業のなかでＩＣＴ機器やデジタ

ル教科書、ＡＩをどのように活用してい

くか 

 

 

 

 

２ 林 善美 １こどもにやさ

しいまちづく

りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２中学校の部活

１）目線９５㎝のまちづくりについて  

①広報みよしで特集を組んだ理由は 

②こどもにやさしいまちづくりはどのよ

うに進めていくのか 

③「子どもを社会の一員として、まちづく

りの主体、当事者として位置づける」具

体的な方法は 

２)（仮称）子どもの権利に関する条例につい 

  て 

①条例策定を検討することになった経緯 

 は 

②条例の目的は 

③政策研究所ではどのような議論があっ

たのか 

④条例策定の進捗は 

⑤策定時期は 

⑥条例の策定で何が変わるのか 

⑦埼玉県のこども計画（仮称）との関連は 

３）こどもの居場所について 

①町内のこどもの居場所の現状は 

 

 

②居場所の一つであるプレーパークを取

り上げた理由は 

③団体への支援はどのようなことを行わ

れているか 

④こどもの居場所に関する団体の周知の

ため、居場所マップを作成してはどうか 

⑤こどもの居場所づくりに関する指針（令

和５年１２月閣議決定）に基づいた町の

動きはどのようなことを考えられるか 

⑥県の事業を積極的に活用し、町と民間が

協働してこどもの居場所に関する支援

を行ってはどうか  

 

１）部活動の休部及び廃部の基準は 

町長 

秘書広報室 

こども支援課 

 

 

 

 

 

 

政策推進室 

 

こども支援課 

政策推進室 

 

こども支援課 

 

 

 

 

こども支援課 

福祉課 

教育センター 

秘書広報室 

 

こども支援課 

福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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動の現状につ

いて 

 

２）休部や廃部を検討している部活動はある 

  か 

３）休部や廃部についての考えは 

４）合同部活動の基準は 

５）合同で活動している部活動はあるか 

６）合同部活動を積極的に検討してはどうか 

７）地域スポーツクラブ活動アドバイザー派

遣制度を活用し、当町に合った部活動の

在り方を検討してはどうか 

学校教育課 

 

 

３ 𠮷村美津子 １学校の統廃合

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２施政方針につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）上富小学校の統廃合問題について 

①「学校再編等審議会」第６回会議でのア

ンケート結果は 

②提出された要望書についての考えは 

③審議会ではそれらについての具体的な

議論がなされなかったようだが 

④アンケート結果では存続を望む意見の

ほうが多い。この意見を町長はどのよう

に受け止めていくのか 

２）保護者へのアンケート結果をどのように

知らせるのか 

３）上富小学校児童への意見聴取はいつどの

ように行うのか 

４）審議会での今後の詳細なスケジュールは 

                       

１）中学生海外派遣事業ついて 

①県内での実施自治体数は 

 ②全生徒が芸術・文化に親しみ触れ合う内

容にすべきではないか 

２）不登校児童・生徒の支援体制について          

①充実を図るとあるが、具体的にはどのよ

うにしていくのか 

②効果はどのように見ているのか 

３）ＭＯＶＥプランよりも知識、技能を教え

る教育が大事ではないか 

４）ＰＢＬ型学習、ＳＴＥＡＭ教育とは 

５）誰一人取り残さない教育とは 

６）デジタルシティズンシップ教育とは 

７）三芳スマートＩＣフル化について 

①企業誘致と留置が位置づけられている

が、町民の安全をどのように守るのか 

②渋滞をどのように解消するのか 

８）集会場の統廃合問題について 

町長 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

学校教育課 

 

 

教育センター 

 

 

 

 

 

学校教育課 

教育センター 

学校教育課 

総合調整幹 

 

 

 

自治安心課 
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①各行政区からの意見をどのように聞い

ていくのか 

②統廃合を進める前提で意見聴取をする

のか 

③存続の意見があれば統廃合はしないと

捉えてよいか 

９）観光振興について 

①旅行会社と連携した新たなツアーの構

築やＰＲ事業の展開にとあるが、具体的

な計画と支出額は 

②オープンガーデン・オープンファーム・

オープンフォレストの内容と目的は 

③観光産業と住民の幸せとの結びつきは 

１０）家族農業の継続について 

①農業者との協議による「地域計画」とは

どのような内容か 

②農地の集約・集積化を図るとはどのよう

な内容か 

 

 

 

 

 

 

観光産業課 

 

４ 牛丸 藍子 １きれいなまち

づくりについ

て 

１）役場入口庁内案内図について 

①現在の庁内案内図の状態に関して、担当

課の認識は 

②課の名称変更時に更新する計画はなか

ったか 

③パネル部分の更新の検討は 

２）町内の看板について 

①交通ルール啓発看板について 

ア 看板の設置状況について点検の頻

度は 

イ 看板の枚数・場所を把握し点検して

いるか 

ウ 劣化した看板が長期間放置されて

いる理由は 

②不法投棄禁止・犬のふん放置禁止の看板

について 

ア 看板の設置状況について点検の頻

度は 

イ 看板の枚数・場所を把握し点検して

いるか 

ウ 劣化した看板が長期間放置されて

いる理由は 

３）交通標識・交差点名標識について 

①点検の頻度は 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

環境課 

 

 

 

 

 

 

 

道路交通課 
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②撤去・交換の基準は 

４）横断旗について 

①横断旗は現在使用されているか 

②今後、撤去・交換の予定は 

５）三芳町をきれいにする条例について 

①実態として形骸化していると考えるが

町の認識は 

②違反に対して罰則を設けるなど見直し

の検討は 

③条例をより実効性のあるものにするた

めに、何が必要で何が足りていないと考

えるか 

６）不法投棄について 

①過去３年間の相談件数は 

②相談に対する対処や改善策は 

③過去３年間の公道や公有地への不法投

棄の通報及び発生件数は 

④公道や公有地の不法投棄への対処や改

善策は 

⑤過去３年間の啓発看板設置要望の件数

は 

⑥現在の設置枚数は 

⑦設置前後で効果は確認されているか 

⑧人感センサー付きライトや鏡付き啓発

看板の普及のために設置希望者に補助

を出してはいかがか 

７）道路沿いの除草について 

①過去３年の除草の要望の件数は 

②除草作業は何名で対応しているか 

③道路の除草作業の負担についてどのよ

うに認識しているか 

④ボランティア保険の加入・ポイント制度

を設けて三芳野菜や特産品と交換する

など、除草作業に魅力的な特典を付与す

る事で住民参加を促進する取組みを今

後検討してはいかがか 

８）道路沿いの植栽について 

①みらい通りの清掃に関して、町はどの程

度関与しているか 

②サルスベリの花がらの始末が住民の負

担となっているが、町の対策は 

③川越街道の植え込みを花壇にシフトし、

 

教育長 

自治安心課 

 

町長 

環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路交通課 
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企業や住民が参加する取組みについて

町の考えは 

９）大通りのベンチについて 

①木製ベンチの点検・塗装の頻度は 

②半年毎に座面が新調される持続可能性

のある木製ベンチに関して、当町での設

置の検討は 

５ 桃園 典子 １こどもの多様

な居場所づく

りの推進につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）こども家庭庁が令和５年１２月に示した

「こどもの居場所づくりに関する指針」

について町の考えは 

２）町が居場所づくりのひとつとして目指す

プレーパーク事業の内容と今後の展望

は 

３）町内にある放課後の居場所について 

 ①児童が利用できる居場所は 

 ②それぞれの居場所の利用状況は 

 ③利用していない児童の過ごし方や状況

をどう捉えているか 

４）国は「新・放課後子ども総合プラン」の

もと全ての児童が放課後等を安全・安心

に過ごし多様な体験や活動を行える環

境整備を進めるよう示しているが現在

の町の取り組み状況は 

５）放課後子ども教室について 

 ①令和３年６月定例会において放課後子

ども教室設置の提案をしたがその後の

協議は 

 ②放課後子ども教室の設置の課題点は 

 ③県で実施している「放課後子ども教室の

理解促進や人材育成の研修やセミナー」

の活用状況は 

 ④国の「こどもの居場所づくり支援体制強

化事業」を活用した取り組みについて 

ア コーディネーター配置の検討をし

てはどうか 

イ ＮＰＯ等と連携したこどもの居場

所づくりはどうか 

⑤事業実施のためには教育委員会やこど

も支援課など関係各課が連携し更なる

協議が必要では 

⑥保護者の就労に関わらず放課後安心し

て過ごせる居場所として放課後子ども

こども支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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２公共施設のバ

リアフリー化

について 

教室の設置を進めてはどうか 

６）第６次総合計画では「地域まるごと学び

の創出」とあるが、こどもの学びや体験

活動を地域で支える仕組みとして放課

後こども教室は有効であると考えるが

どうか 

 

１）高齢者や障がい者の移動等の円滑化を促

進するバリアフリー法に基づく町の公

共施設の整備状況は 

２）総合運動場管理棟トイレについて 

 ①バリアフリー法施行後トイレ入口の階

段横に手すり設置の検討はされたか 

 ②ユニバーサルトイレの利用時間が午後

４時までとなっている理由は 

 ③現在の状況で高齢者や障がいのある方

への配慮は充分と考えるか 

 ④施設の今後の更新計画は 

３）高齢者も障がいのある方も利用しやすい

よう総合運動場管理棟トイレに手すり

の設置やユニバーサルトイレの利用時

間の拡充が必要と考えるがどうか 

４）「みよしＷｅｌｌ－ｂｅｉｎｇのまちづ

くり宣言」のもと共生社会推進に取り組

む町として、誰ひとり取り残さないユニ

バーサルデザインの公共施設を目指し

細やかな環境整備が必要と考えるがど

うか                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

町長 

 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ推

進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

６ 細田 三恵 １非常時の飲料

水確保と非常

用井戸等の活

用について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）大規模災害を想定した場合 

①どの程度の断水被害を想定しているか 

②いざという時は当町には、５つの深井戸

があるが、維持管理はどのように行って

いるか 

③非常時にはどのような手順で給水が行

われるか 

２）民間非常用井戸の活用について 

①民間の非常用井戸は、三芳町防災計画で

は２７カ所となっているが、周知方法は 

②水質検査の結果と現状は 

③非常時における非常用井戸の必要性を

どう考えるか 

④非常用井戸を増やす予定はあるか 

町長 

自治安心課 

上下水道課 

 

 

 

 

自治安心課 
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２マイナンバー

を活用した業

務について 

 

⑤貴重な非常用井戸が枯れない様に、調査

や状況把握するなど町としてできるこ

とは 

⑥非常用井戸の中で、発電機を持っていな

いところはあるか把握しているか 

⑦大規模災害が起きた後、非常用井戸を一

般住民へ開放する際の周知を含めた運

営方法は 

⑧「災害応急用井戸の手引き」を作成、活

用してはどうか 

３）農業用井戸の活用について 

①農家に設置してある農業用井戸は何カ

所あるか（行政連絡区毎） 

②農業用井戸を水質検査し災害時の飲料

水にしてはどうか 

４）各指定避難所にある災害用井戸の活用に

ついて 

①災害用井戸の管理と点検はどの様に行

われているか 

②災害用井戸を利用し、校庭への散水栓の

設置や花壇の水やりとして活用するこ

とはどうか 

③藤久保小学校はこれから建築するが、校

庭への散水栓の設置は 

５）非常時の飲料水の確保は非常に大事であ

る。能登半島地方への災害派遣に給水車

が支援に行ったが、現地での報告を受け

て当町では、どのような事が協議され、

どのような事が町でも活かされようと

しているのか 

 

１）当町において「マイナンバー情報照会」

が可能な事務手続の総数のうち、同照会

を全く利用していない手続の数は 

２）会計検査院から報告があった通り、「マイ

ナンバー情報照会」を利用していない事

例が当町にもあると考えられるが、その

原因は何か 

３）「マイナンバーの情報紹介システム」によ

って、当町の業務効率化は、どの程度が

実現されたか 

４）業務が滞った事例はあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

町長 

自治安心課 

 

 

 

 

 

財政デジタル

推進課 
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５）これまでマイナンバーシステム改修等に

は国から多額な予算が補助されてきた

が、十分な業務効率化とはなっていない

この現状をどの様に考えるか 

町長 

７ 細谷 光弘 １三芳町商工会

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）令和３年９月定例会で賛成総員で採択さ

れた、商工会の交通量調査をもとにした

請願第１号(三芳町内交通渋滞解消に向

けての請願について)について 

①三芳町スマート IC フル化前の利用予想

交通量は、７７００台だったが、開通後

の交通量の推移は 

②実際の交通量の増加を受けての町の今

後の道路整備対策・方針は 

③商工会の請願箇所について町として今

までどう対応したのか 

ア 多聞院前交差点 

イ 県道５６号線、町道幹線１２、１３

号線交差点 

ウ 三芳小学校前交差点 

④商工会の請願箇所について予想以上に

交通量が増加したが、今後どういった改

善をしていくのか 

ア 多聞院前交差点 

イ 県道５６号線、町道幹線１２、１３

号線交差点 

ウ 三芳小学校前交差点 

２）商工会の藤久保地域拠点施設への移転に

ついて 

①商工会が入る予定の場所の設計は、終わ

っているのか 

②現在の商工会の建物は、町で買い取るの 

 か 

③商工会の建物の解体費用は、どうなるの 

 か 

④新しい複合施設内の（研修室・講習室）

等を商工会が利用する場合、無料で優先

的に使えるのか 

⑤同じ複合施設内の入る予定の社会福祉

協議会については、契約は済んでいるの

か 

⑥社会福祉協議会の複合施設の賃料は、月

額いくらか 

町長 

総合調整幹 

 

 

 

 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 
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２介護保険料等

について 

 

 

 

 

⑦商工会との契約は済んでいるのか 

⑧契約について何かまだ課題はあるのか 

⑨商工会の複合施設の賃料は、月額いくら 

か  

⑩社会福祉協議会と商工会の賃料の差の

根拠は 

⑪保証金や前家賃等は、預かるのか 

⑫共益費・管理費等は、賃料に含まれるの 

 か 

⑬他自治体の状況にならって、大幅に賃料

の減免をすべきと考えるがどうか 

３）町の補助金について 

①過去に補助金が、１０００万円から８０

０万円に減額になったが、減額になった

理由は 

②その後物価が大分上がり、今年度予算の

法人税の見込みも増額となっている、今

後の補助金についての考えは 

４）商工会会員を含め町内の法人税を納めて

町を支えている事業者に対して、町長と

してどう考えているか 

 

１）三芳町高齢者福祉計画・第９期介護保険

事業計画について、見直しのポイントは 

２）地域包括ケアシステムの深化・推進のた

めに行うことは 

３）３年後の第１号被保険者介護保険料は、

増加の見込みか                         

４）令和９年度以降の第１号被保険者介護保

険料をあげないために町がこれから出

来る事は 

５）町村によって介護保険の保険料に差があ

るが、当町より低い市町村について当町

との取り組みの差についてどう考える

か 

６）自立支援・介護予防・重症化防止対策の

部分が、とても大事だと思うが、新たに

町で強化していく取り組みは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光産業課 

 

 

 

 

 

 

町長 

  

 

 

町長 

健康増進課 

     

８ 小松 伸介 １行政連絡区に

ついて 

 

 

１）各行政連絡区・自治会の状況について 

①過去３年間の区加入世帯数及び加入率

の推移は 

②加入世帯数が多いあるいは維持出来て

自治安心課 
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いる区の特徴は 

③過去３年間で消滅した自治会・組・班等

の数は 

④区・自治会離れの要因をどう捉えている 

 か 

⑤役員の負担軽減についての考えは 

２）行政連絡区・自治会加入の促進について 

①加入のメリット・デメリットは 

②加入・未加入で不公平となる点は 

③総合計画の目標値達成のため、町で現在

行われている取組み及び加入に向けた

アプローチの実施状況は 

④どんな課題点があると捉えているか 

⑤先進的な取組みを行う区はあるか 

⑥若い世代が加入したいと思える施策は 

⑦みよしなかよしカードについて 

ア 利用状況は 

イ 改善点があるとすればどのような

点か 

ウ 加入店の拡大についての考えは 

⑧町内在住の町関係者の加入促進を図っ

ては 

３）町等と行政連絡区の関係について 

①町と区はどのような関係か 

②町から区に協力依頼している内容は 

③赤い羽根の募金や社会福祉協議会の会

員募集等、区への依頼を軽減する考えは 

④ゴミ収集を各戸収集に変更する考え及

び課題点は 

⑤町行事等の運営協力依頼について 

ア 各行事を区に協力依頼して行う目

的は 

イ 区へ依頼する内容は時代と共に変

化しているか 

ウ 依頼に対応しきれない等の声はあ

るか 

エ 区の状況を鑑み、行事の内容や町・

学校等が主体的に運営する等、見直

す必要があるのでは 

⑥区の維持が困難となった場合、町への影

響は 

⑦区が抱える現状の課題及び将来を見据

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉課 

 

環境課 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

町長 
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２道路状況等に

よる家屋の揺

れについて 

 

えた課題解決のため区役員を対象とし

た地域別懇談会を実施しては 

 

１）行政連絡区別の相談件数及び対応状況は

（過去３年間） 

２）行政連絡区別の修繕工事予算執行状況は

（過去３年間） 

３）家屋が揺れる原因をどのように捉えてい

るか 

４）官民で行う道路工事等の完了後、路面状

況の確認体制は 

５）振動を緩和するための有効な対策は 

６）大型車両が多く通行する路線は舗装強度

を強化する等、路線の状況に応じた対策

を講じる検討は 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

９ 長野真寿美 １若年性認知症

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２性教育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

３不登校児童生

徒の取組みに

ついて 

１）若年性認知症の支援について 

①若年性認知症に関するこれまでの取組

みは 

②有病者の把握は 

２）相談支援について 

①相談窓口の設置は 

②若年性認知症患者とその家族への支援

を専門的に行うコーディネーターを配

置するべきではないか 

３）本町での今後の支援はどのように考えて

いるか 

４）若年性認知症の認知度を向上させる施策 

  は 

 

１）幼児期からの性教育が大切と考えるが、

本町における保育園・幼稚園の性教育は

行われているか 

２）本町における小中学校の性教育は、どの

ように行われているか 

３）子どもが利用する図書館などに性教育に

関する図書は置いてあるか 

４）高校生・大学生を含めた大人向けの講座

等の取組みをしては 

 

１）本町における不登校児童生徒の現状は 

２）原因・問題をどのように捉えているか 

３）未然防止として不登校傾向が見られた児

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援課 

学校教育課 

 

学校教育課 

 

図書館 

 

社会教育課 

 

 

教育センター 
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４男性用個室ト

イレのサニタ

リーボックス

（ゴミ箱）の設

置について 

童生徒に対してどの様な対策を行って

いるか 

４）今後の課題と対策は 

 

１）公共施設の男性用個室トイレのサニタリ

ーボックスの設置状況について。 

２）公共施設の男性用個室トイレにサニタリ

ーボックスを設置してはどうか。 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

１０ 光下 重之 １みよしフォレ

ストシティ構

想とごみの不

法投棄早期解

消 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ＳＤＧｓの視

点によるみよ

しフォレスト

シティ構想取

り組みの推進

と住民の足の

確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３内水ハザード

マップと溢水

被害対策 

１）議会主催「ふれあい座談会」の各会場で

不法投棄ゴミの問題が指摘されたが、同

じような声を聞いていないか 

２）フォレストシティ構想の「フォレストシ

ティ構築に向けたロードマップ（到達目

標）」の２０２６年までの取り組みから

も住民・企業・行政（環境課など）の必

須の課題ではないか 

３）最初の問題提起から１年ほど経過した時

点での検討結果は 

４）行政の体制に問題があるのか 

５）いつまでに結論を出すのか 

 

１）地域公共交通計画待ちにならないように

するには 

２）フォレストシティ構築に向けたロードマ

ップ（到達目標）の「町内移動の利便性

の向上」「ＥＶ及び充電インフラ等の導

入によるゼロカーボンドライブの実現」

の取り組み、からいってもライフバス改

善への財政支援はすぐできるのではな

いか 

 ①増便する 

 ②高齢者に優しいノンステップバス導入 

３）「協定書」の変更を伴うもの、伴わないも

のを区別しスピード感をもってやるべ

きではないか 

４）「昼夜間人口比率が高い」という特徴を活

かし、魅力ある政策が打ち出せているか 

  

１）江川流域の雨水排水本管の高圧洗浄は行

なわれているか 

２）１００％の排水能力となっているか 

町長 

環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道課 
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４交通指導員の

身分の考え方

について 

 

 

 

１）交通指導員に関する規則では「職務基本

事項」を「委託」する形式だが、この場

合身分はどう考えるべきか 

２）地方公務員法第２２条の２第１項第１号

にもとづく非常勤の職員と考えるべき

か 

３）新座市、杉戸町、宮代町の位置づけをど

う見るか 

 

自治安心課 

１１ 久保 健二 １藤久保地域拠

点施設整備及

び町内施設に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）藤久保地域拠点施設について 

①社会福祉協議会について 

ア 使用スペース等詳細は（レイアウト 

含） 

イ 過去に提示した賃借料を含めた条

件等、詳細内容は 

ウ 今後の条件提示等、スケジュールを

含む詳細内容は 

②三芳町商工会について 

ア 使用スペース等詳細は（レイアウト 

含） 

イ 過去に提示した賃借料を含めた条

件等、詳細内容は 

ウ 今後の条件提示等、スケジュールを

含む詳細内容は 

③藤久保地域拠点施設及び町内施設の空

調設備について 

ア 令和６年度、７年度整備予定の小中

学校の空調設備とエネルギー源、駆

動源が異なる機種ＥＨＰを選択し、

設置する理由は 

イ 令和６年度からの２か年計画で小

中学校に設置整備予定の空調設備

はＧＨＰ方式の機器を設置予定だ

がＧＨＰ、ＥＨＰそれぞれの良い

点、悪い点は 

④ＧＨＰ、ＥＨＰをそれぞれ選択した理由 

 は 

⑤ＧＨＰ、ＥＨＰそれぞれのランニングコ

ストは（メンテナンス費用含） 

⑥上記以外の公共施設に設置されている

空調はＧＨＰか、ＥＨＰか 

 

町長 

教育長 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課 

 

 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

教育総務課 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 
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２三芳スマート

ＩＣ及びイン

ター周辺の整

備、町内安全対

策について 

１）三芳スマートＩＣについて 

①開通後の課題は 

②地域住民、町民からの声は 

③利用者からの声は 

④インター周辺への施設整備計画は 

⑤高速本線、高速インター周辺道路の渋

滞、抜け道等、課題に対する対策、対応

等整備は 

２）町内安全対策について 

①危険箇所に対する調査等、どのように実

施しているのか 

②住民の声等、聴取方法は 

③町民からの声に対する危険箇所を含む

整備について 

ア 横断歩道設置整備は 

イ 音響機付きの信号機設置整備は 

ウ ひび割れや、陥没、穴あき等、傷んだ

路面整備は 

エ 歩行者の安全を考えた歩道の修繕、改

善整備は 

オ 自転車通行帯等（矢羽根等路面標示）

の整備は 

町長 

総合調整幹 

 

 

 

 

 

 

道路交通課 

 

１２ 増田 磨美 １子どもが安心

して生活でき

る町に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）子どもの貧困対策推進計画について 

 ①こども支援課に貧困対策についての相

談は 

②福祉課・社会福祉協議会に貧困対策につ

いての相談は 

 ③早期発見と対応にあたるためには、学校

をプラットフォームと考え、各課が連携

し対応にあたることが重要とのことだ

ったが連携によって町の支援、補助制度

につながった案件は 

 ④前回の調査結果から見える課題では、年

齢が上がるごとに生活貧困層の割合は

増加しているとあり、特にひとり親家庭

に貧困層が多い傾向がみられるとのこ

とだったがこの課題にどのような施策

で向き合ってきたのか 

⑤切れ目のない支援の引継ぎについて 

ア 計画の対象は、生まれる前の妊娠期

から概ね１８歳までとあるが、その

時々の状況をどのような連携で引

町長  

こども支援課 

 

福祉課 

 

教育センター 

 

 

 

 

こども支援課 
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２第６次総合計

画について 

 

 

き継いでいるのか 

イ 対象年齢は１８歳までで十分と考

えるか 

⑥子どもの居場所づくりは、重要な課題と

して上がっていたが、どのような形で行

ってきたか 

⑦子ども食堂や学習支援などのこの２年

間の利用状況に変化はあったか 

⑧今後必要な支援策について 

  ア 住宅支援事業が必要では 

  イ 拡大や強化を考えている支援策は 

⑨令和４年に策定されたこの計画は令和

６年度が中間見直しの年となるが見直

しの予定は 

 ⑩物価高騰で生活の状況も変化している

今、アンケートを行う必要があると思う

がどうか 

 ⑪今後、拡大や強化を考えている支援策は

あるか 

 

１）第５次総合計画と第６次総合計画の上程

時期が違った要因は 

２）パブリックコメントの時期は適正だった

か 

３）第６次総合計画策定支援業務委託事業者

は公募型プロポーザル方式で決まった

が、何社の応募があったのか 

４）町の計画を作成するのに最適と判断した

理由について 

①仕様書にない独自の提案は 

②計画書のデザイン力は 

③業務遂行のためのスケジュール管理計

画は 

５）評価基準の中に町への関心度の項目が必

要では 

６）三芳町第６次総合計画策定支援業務特記 

仕様書の企画書デザインの内容は 

７）委託業務の履行期間は令和６年３月１５

日までか 

８）三芳町第６次総合計画策定支援業務特記 

仕様書の注意事項は 

９）第６次総合計画策定支援業務委託料の妥

 

 

 

 

 

 

福祉課 

 

こども支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

政策推進室 
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当性をどう評価するか 

１３ 本名 洋 １こどもまんな

か社会につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２教員の働き方

改革について 

 

 

 

 

３学校再編につ

いて 

１）こども基本法施行を受けての町の対応は 

 

 

２）子どもの権利条例について 

 ①条例策定スケジュールは 

 ②学校で子どもの権利が守られるように

しているか 

 ③子どもが安心して意見を言える環境や

仕組みがあるか 

 ④子どもが安心して相談できる体制があ

るか 

 ⑤子どもの権利について大人が学ぶ機会 

  は 

 ⑥条例制定に際し子どもの権利擁護委員

会の設置の考えは 

 ⑦学校で人権についてどのように教えて

いるか 

 ⑧学校で子どもの権利について教えてい

るか 

 ⑨学校で子どもの権利条約について教え

てきたか 

 

１）今年度取り組んでいることは 

２）町内小中学校の授業時数は 

３）労働衛生管理体制について 

 ①衛生委員会は設置してあるか 

 ②ストレスチェックの実施状況は 

 

１）なぜ学校再編を行おうとしているのか 

２）三芳町都市計画マスタープランとの整合

性は 

３）世界農業遺産との関係は 

４）上富小学校の防災拠点としての位置付け

はどうなるのか 

５）人口減少率を過大に見ていないか 

６）アンケート（上富小学校の再編に係る意

識調査）の結果をどう受け止めるか 

７）小規模校における教育効果の検証は 

８）小規模校を活かす考えは無いのか 

９）上富小学校廃校「賛成」「反対」以外の第

３の選択肢は無いのか 

町長 

教育長 

こども支援課 

 

 

学校教育課 

 

こども支援課 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

町長 

教育長 

学校教育課 
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１０）スケジュールに変更は無いのか 

１１）今後の説明会や意見聴取は 

１２）上富小学校跡地の利用は 

 


